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渓
内
　
謙
著

『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
』

f
権
力
と
農
民
i

　
「
本
書
は
、
主
と
し
て
、
一
九
二
四
年
秋
か
ら
一
九
二
六
年
に
い
た
る
時
期

に
、
ソ
ビ
エ
ト
・
・
シ
ア
の
農
村
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
政
治
過
程
の
分
析
を

目
的
」
（
三
頁
）
と
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
月
革
命
後
の
混
沌
状

態
か
ら
脱
し
て
「
そ
の
後
の
歴
史
に
と
つ
て
決
定
的
意
義
を
も
つ
た
と
こ
ろ
の

方
向
と
秩
序
を
革
命
体
制
に
あ
た
え
た
転
換
点
」
（
一
〇
頁
）
、
い
わ
ゆ
る
一
国

社
会
主
義
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
・
ソ
ビ
エ
ト
体
制
と

農
村
・
農
民
と
の
現
実
的
関
係
の
具
体
的
内
容
の
解
明
の
た
め
の
序
説
的
な
分

析
が
、
ま
ず
、
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
．
そ

の
概
要
を
伝
え
て
み
よ
う
。

　
第
一
章
　
農
村
の
統
治
構
造
（
一
九
一
七
ー
一
九
二
二
）
　
　
一
九
一
七
年
一

一
月
八
日
の
第
二
回
全
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
ェ
ト
大
会
に
よ
り
中
央
お
よ
び
地
方
の

す
べ
て
の
権
力
の
諸
ソ
ビ
エ
ト
ヘ
の
移
行
が
決
議
さ
れ
た
が
、
農
村
に
お
い
て

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ぱ
、
農
村
共
同
体
的
な
政
治
・
行
政
的
秩
序
の
根
強
い
存
在
の
た
め
に
、
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る
地
方
ソ
ビ
エ
ト
の
独
立
と
財
政
的
自
治
の
承
認
は
、
客
観

的
に
は
、
伝
統
的
な
農
村
共
同
体
的
自
治
の
承
認
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
つ

た
。
貧
農
委
員
会
の
創
設
、
「
ク
ラ
ー
ク
的
」
農
村
ソ
ビ
エ
ト
に
た
い
す
る
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
挑
戦
．
中
央
集
権
体
制
の
促
進
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
．
農
村
に
た
い
す
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
政
治
的
影
響
力
は
依
然
と
し
て
弱

く
、
農
民
に
た
い
す
る
権
力
的
統
治
方
式
は
行
詰
つ
た
。
し
た
が
つ
て
一
九
二

三
年
春
の
第
一
二
回
党
大
会
と
と
も
に
、
体
制
と
農
民
と
の
あ
た
ら
し
い
協
力

関
係
を
樹
立
す
る
た
め
の
政
策
上
の
転
換
が
現
れ
た
．

　
第
二
章
　
農
村
に
お
け
る
統
治
機
構
（
一
九
ニ
ニ
ー
一
九
二
四
年
秋
）
　
　
農

村
に
お
け
る
党
組
織
と
ソ
ビ
エ
ト
の
活
動
の
強
化
と
振
興
は
、
無
論
、
積
極
的

に
お
し
進
め
ら
れ
て
い
つ
た
。
し
か
し
、
党
活
動
の
強
化
策
と
し
て
貧
農
と
農

業
労
働
者
の
組
織
化
と
都
市
細
胞
に
よ
る
農
村
細
胞
の
指
導
が
実
施
さ
れ
た
も

の
の
、
「
実
際
に
農
村
に
お
け
る
党
組
織
と
党
活
動
に
与
え
た
効
果
は
、
中
央

の
期
待
と
は
ほ
ど
遠
く
、
組
織
と
活
動
が
強
化
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
く
、
党

と
農
民
の
間
の
亀
裂
を
埋
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
」
（
一
四
一
頁
）
。
ま

た
ソ
ビ
エ
ト
の
活
動
の
振
興
策
と
し
て
、
従
来
の
人
的
構
成
を
一
新
す
る
と
と

も
に
．
個
々
の
郷
の
行
政
区
域
の
大
幅
な
拡
大
と
郷
の
財
政
的
自
治
能
力
の
強

化
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
都
市
と
農
村
と
の
関
係
は
一
応
安
定
し
た
か
の

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
一
九
二
四
年
に
入
る
と
と
も
に
こ
の
安
定
が
極
め

て
不
安
定
な
安
定
で
あ
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
「
一
九
二
四
年
の

第
二
二
回
党
大
会
後
．
ロ
シ
ア
の
一
部
を
襲
つ
た
凶
作
は
、
こ
の
不
安
定
な
安

定
に
対
す
る
衝
撃
」
（
二
…
二
頁
）
と
な
り
、
改
め
て
、
『
農
村
に
面
を
む
け
よ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
　
（
三
五
一
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
登
場
が
余
儀
た
く
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

　
か
く
、
著
者
は
、
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
に
お
い
て
一
九
二
四
年
に
至
る
ま

で
の
間
の
農
村
に
お
け
る
「
統
治
の
構
造
的
側
面
」
（
三
頁
）
を
中
心
に
し
て
分

析
を
進
め
、
「
党
の
農
村
対
策
の
前
提
が
現
実
に
は
存
在
し
な
か
つ
た
こ
と
」

（
二
三
三
頁
）
を
実
証
的
に
説
い
て
、
本
書
の
主
題
的
な
対
象
究
明
の
た
め
の
準

備
的
な
努
力
を
払
つ
た
後
に
、
す
な
わ
ち
第
三
章
以
下
に
お
い
て
、
一
九
二
四

年
秋
か
ら
一
九
二
六
年
に
至
る
間
の
農
村
に
お
け
る
「
政
治
の
流
動
的
過
程
あ

る
い
は
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
諸
関
係
に
主
た
る
照
明
」
（
三
頁
）
を
与
え
て

い
る
。

　
第
一
一
一
章
　
農
村
に
お
け
る
社
会
関
係
i
一
九
二
四
年
を
中
心
と
し
て

農
村
に
お
け
る
政
治
過
程
の
把
握
に
は
、
現
実
の
こ
の
政
治
過
程
に
直
接
に
関

連
を
も
つ
た
社
会
関
係
に
ま
ず
も
つ
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る

観
点
か
ら
追
求
す
る
と
、
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
側
か
ら
な
さ
れ
た
農
村
協
同
組

合
・
全
・
シ
ア
農
林
労
働
組
合
・
農
民
相
互
扶
助
委
員
会
な
ど
の
、
マ
ル
ク
ス

主
義
的
図
式
の
適
用
と
い
う
形
式
で
の
農
民
の
組
織
化
は
、
農
村
の
伝
統
的
な

社
会
関
係
と
の
不
可
避
的
な
衝
突
の
連
続
の
過
程
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
農
民

を
体
制
内
に
直
接
組
入
れ
よ
う
と
す
る
努
力
は
必
ず
し
も
成
功
し
な
か
つ
た
の

で
あ
り
、
「
一
九
二
四
年
秋
ま
で
（
恐
ら
く
そ
の
後
も
相
当
期
間
）
の
・
シ
ア

の
農
村
に
お
い
て
、
政
治
過
程
に
支
配
的
に
影
響
力
を
も
つ
た
社
会
関
係
は
、

伝
統
的
な
オ
ブ
シ
チ
ナ
に
基
礎
を
お
く
農
村
共
同
体
関
係
で
あ
つ
た
」
（
三
二
二

頁
）
。

　
第
四
章
　
「
ソ
ビ
エ
ト
活
発
化
」
（
o
蓉
一
雪
Φ
…
①
8
田
↓
8
）
政
策
の
導
入

革
命
以
来
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
澗
題
に
は
、
「
農
村
に
お
い
て
ボ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
　
（
三
五
二
）

エ
ヴ
ィ
キ
に
忠
実
で
能
率
的
な
権
力
を
組
織
す
る
こ
と
お
よ
び
こ
の
権
力
を
通

し
て
農
民
と
農
村
を
体
制
の
側
に
ひ
き
よ
せ
る
こ
と
の
二
側
面
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
」
（
三
四
一
頁
）
。
・
て
し
て
一
九
二
四
年
以
前
に
あ
つ
て
は
第
一
の
側
面
乃

至
は
目
標
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
世
界
革
命
へ
の
期
待
を
裏
切
つ
た
国

際
情
勢
の
変
化
、
そ
れ
に
と
も
な
つ
て
生
じ
た
国
家
的
統
合
の
強
い
要
求
と
一

九
二
四
年
の
凶
作
に
よ
つ
て
再
び
表
面
化
し
た
農
民
の
動
揺
に
対
応
し
て
、
第

二
の
側
面
乃
至
は
目
標
へ
の
力
点
の
移
動
、
政
策
上
の
転
換
が
一
九
二
四
年
一

〇
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
を
通
し
て
打
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ソ
ビ
エ

ト
活
動
を
強
化
す
る
た
め
の
委
員
会
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
建
設
会
議
の
設
置
あ
る

い
は
党
・
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
農
村
関
係
の
宣
伝
情
報
活
動
の
強
化
な
ど
の
、
ソ

ビ
エ
ト
を
活
発
化
す
る
た
め
の
一
連
の
政
策
が
導
入
さ
れ
た
。

　
第
五
章
　
体
制
と
農
民
　
　
ソ
ビ
エ
ト
を
活
発
化
す
る
諸
政
策
の
実
施
に
よ

り
、
「
中
央
政
府
に
忠
実
で
し
か
も
能
率
的
な
地
方
政
府
を
農
村
の
末
端
に
至

る
ま
で
、
国
全
体
に
つ
く
り
だ
し
て
、
国
家
統
治
に
必
要
な
体
系
的
な
統
治
構

造
を
確
立
」
す
る
（
五
一
六
頁
）
と
い
う
、
『
ソ
ビ
エ
ト
活
発
化
』
政
策
の
一
つ

の
目
的
が
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
九
二
四
年
お
よ
び
一
九
二
五
年

の
選
挙
の
結
果
の
比
較
検
討
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
こ
の
統
治
構
造

が
民
主
的
な
基
盤
を
獲
得
し
、
と
く
に
農
村
に
お
い
て
、
農
民
に
支
持
さ
れ
、
か

れ
ら
の
同
意
に
よ
つ
て
統
治
で
き
る
よ
う
な
、
労
農
同
盟
の
機
関
と
し
て
、
あ

る
い
は
農
村
に
お
け
る
政
治
的
安
定
の
た
め
の
機
関
と
し
て
機
能
」
（
五
一
六

頁
）
せ
し
め
よ
う
と
す
る
そ
の
政
策
の
他
の
一
つ
の
目
的
は
、
達
成
さ
れ
た
と

は
い
い
難
い
。
す
な
わ
ち
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
至
る
間
の
農
村
の

統
冶
構
造
鳳
、
一
方
で
は
体
系
的
．
一
元
酌
な
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
の
一
環



と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
ソ
ビ
エ
ト
制
と
は
異
質
的
な
・
伝
統
的
農
村

共
同
体
的
な
秩
序
に
連
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
従
来
の
ソ
ビ
エ
ト
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
手
を
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
、
少
く
と
も
実
証
的
な
研
究
と
し
て
は
未
開
拓
の
領
域
を
本
書
に
お
い
て

探
索
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
的
な
態
度
と
学
問
的
な
意
欲
に
ま
ず
も
つ
て

共
鳴
と
敬
意
を
表
し
た
い
。
著
者
自
身
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
成
程
、

本
書
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
視
点
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
、
言
葉

を
か
え
て
い
え
ば
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
後
の
工
業
化
と
農
業
集
団
化
の
政
治

過
程
の
分
析
の
プ
β
セ
ス
に
お
い
て
、
改
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

高
度
の
実
証
性
の
故
に
、
本
書
自
体
が
ソ
ビ
エ
ト
研
究
の
上
に
充
分
貴
重
な
存

在
た
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
．
（
勤
草
書
房
発
行
　
五
四
〇
頁
　
一
八

O
O
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
精
次
郎
）

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
　
（
三
五
三
）


